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知識の領域固有性を踏まえた問題解決過程に関する考察
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1　問題の所在

　 S．Coleや S．　Scrihnerをは じめ とする文化人類学

の指摘
1）
に よ り， 自然認識研究にお い て も， 知識

の領域固有hk（domain　specificity）とい う考え方 の 共

通認識が図 られ ，い くつ か の 学習内容に関 して は，

知識の 領域固有性に付随する問題解決の 指導 の 困

難性も指摘 されて きた 。 しか し，知識の領域固有

性 を踏まえて，それぞれ の学習内容に応 じた具体

的な問題解決 の 在 り方に つ い て の 議論は十分に尽

くされて い る とは言い難い。
一

方で ，未だ，理科

教育界隈に も，領域
一
般の能力の育成が最優先す

べ きこ とであるか の よ うな論調で，それ らにっ い

て ，知識の領域固有陸を考慮せ ずに意味の ない 議

論に時間を費や して い る研究者が い るの も事実で

ある。もちろん，分類や推論など，領域
一

般的な

能力は存在するには存在するが，それ は，生物で

あれ ば， ほ とん ど生得的に獲得して い る と考える

の が自然である 。 む しろ ， 領域固有の知識に応じ

て ，ど うい う観点 で 分類するの か の判断 あるい

は，どの 推論が最も確か らしい の か の 判断をい か

に具体的にさせ て い くかが理科教育上 の 重要な課

題である。

　そ こ で ，本研究で は，小学校理科第 5 学年の 問

題解決能力である条件制御における電磁石 の 学習

を事例 と し，知識の領域固有性に付随する課題が

どの よ うに存在す るの か を再整理するとともに，

それぞれ の 指導内容 の 最適化を図るた めに ， 議論

して い かなければな らな い観点につ い て考察 して

い くもの とする。

2　研究の 実際

　（1）調査 目的お よび方法

　児童が電磁石の学習におい て 導線の長 さと巻き

数を混同する可能性がある との 仮説に基づ き，電

磁 石 単元 に 関わ る公 的な学習が全 くなされて い な

い 県内 の 公立小学校に所属する第 4 学年，児童 34

名を対象 とし，導線の巻き数を変える こ とで ， 電

磁石 の強 さが変わ るの かを調べ た い場合，それら

を調べ る こ とが で き ると思われ る実験図の 組み合

わせ を図 1の   〜   の組み合わせ の 中か ら判断 さ

せ た Pt
。
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　 　 図 1 ：電磁石 の条件制御 に関する質問調 査の 内容

　（2）調査結果お よび考察

　調査 の 結果，巻き数の みが変化 して い る  の 選

択者は 34名中 8名で あ っ た の に対 し，巻 き数を変

える こ とで導線の長さも変化 し て しま っ て い る 

の 選択者は 34名中 16名で あ っ た。残 りの うち，5

名は無回答 2名が  ，3名が  の 選択者で あ っ た 。

こ の こ とか ら導線の 長さが
一定でない ことと ， 実

験装置の 見た 目が変わ っ て い る こ との どち らが，

結果に影響を与えるの か の 判断には ， 導線 の 長 さ

と抵抗に 関する 知識が必要で あ る。

　つ ま り， どの よ うな情報が考慮に値す るの か ，

あるい は，無視に値するの かを判断するため に は，

そ の 情報が当該の 領域にお い てどの よ うな位置づ

けにあるか に っ い て の 知識を保持し て い る こ とが

必要不可欠で ある。

3　結語

　今回の調査か ら，知識の領域固有性を無視 した
一
般的な問題解決能力 の 獲得の みが学習 の 目的 と

見なされるの は問題で ある。 したが っ て，学習内

容 の 領域固有陸を踏まえた問題解決の具体的な過

程を明らかに して い くとともに，それを授業実践

に よっ て検証 して い くこ とで ，指導内容の 最適化

を図 っ て い く こ とが急務で ある。
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